
編

集

後

記

水

島

裕

雅

昨
年
(
平
成
八
年
)
は
本
学
会
が
十
周
年
を
迎
え
た
年
で
あ
っ
た
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
行
わ
れ
た
。

夏
の
大
会
は
「
芸
術
|
|
未
来
へ
芸
術
学
の
百
年
」
と
い
う
テ
l
マ
の
も
と
に
、

金
田
代
表
委
員
の
基
調
報
告
や
、
岡
林
洋
氏
(
同
志
社
大
学
)
の
特
別
報
告
、
な
ら

び
に
中
堅
・
熟
年
の
研
究
者
の
発
表
と
そ
れ
に
基
づ
く
ふ
た
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

さ
ら
に
全
国
か
ら
募
っ
た
若
手
研
究
者
の
発
表
な
ど
、
盛
り
沢
山
な
内
容
で
あ
っ
た

が
、
二
日
間
に
参
加
者
六
百
人
を
超
す
盛
況
で
あ
り
、
こ
の
広
島
芸
術
学
研
究
会
と

い
う
名
称
で
始
ま
っ
た
組
織
が
真
の
学
会
に
成
長
し
た
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
。さ
ら
に
十
二
月
に
は
「
制
作
と
思
考
叩
年
の
軌
跡
展
」
と
銘
打
っ
て
、
会
員
三

十
一
名
の
出
品
を
得
た
芸
術
展
示
が
行
わ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
出
品
者
が
皆
十
年
前
の

作
品
と
現
在
の
作
品
を
一
点
ず
つ
展
示
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
で
、
会
員
な

ら
び
に
会
員
以
外
の
多
数
の
人
々
が
新
装
な
っ
た
県
立
美
術
館
の
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ま
で
観
賞
に
来
ら
れ
、
ま
た
会
期
中
に
聞
か
れ
た
「
作
家
が
語
る
|
|
制
作
の
現
場
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
会
場
が
満
席
に
近
い
盛
況
で
あ
っ
た
。

夏
の
大
会
の
発
表
は
、
さ
ら
に
数
人
の
方
に
執
筆
を
依
頼
し
て
、
ま
た
発
表
者
に

も
加
筆
を
お
願
い
し
て
『
芸
術
|
|
未
来
へ
』
と
題
し
て
勤
草
書
房
か
ら
今
秋
出
版

の
予
定
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
年
報
に
は
、
夏
の
大
会
の
若
手
研
究
者
の
発
表
か
ら
高
梨
、
奥
中
、

清
永
、

の
三
氏
、
例
会
の
発
表
か
ら
摩
氏
の
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
巻
頭
に
は
、
金
田
代
表
委
員
か
ら
十
周
年
の
記
念
行
事
全
体
に
関
す
る
経

緯
に
つ
い
て
、
な
ら
び
に
今
後
の
広
島
芸
術
学
会
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
の
ご
意
見

な
ど
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。

今
回
は
さ
ら
に
、
十
周
年
記
念
大
会
に
つ
い
て
は
、
企
画
か
ら
実
行
ま
で
中
心
的

に
関
係
さ
れ
た
青
木
委
員
に
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
芸
術
展
示
の
経
緯
に
つ

い
て
は
、
実
行
委
員
長
の
入
野
氏
か
ら
経
過
報
告
を
い
た
だ
き
、
同
時
に
出
品
者
の

ご
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
の
参
考
の
た
め
に
掲
載
し

た。
広
島
芸
術
学
会
は
、
過
去
を
振
り
返
り
つ
つ
も
、
未
来
を
探
り
、
十
一
年
目
の
新

た
な
歩
み
を
始
め
る
。
本
学
会
な
ら
び
に
会
員
諸
氏
の
さ
ら
な
る
ご
発
展
を
祈
念
す

る

。

(

み

ず

し

ま

・

ひ

ろ

ま

さ

広

島

大

学

)
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